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【
25

】
上
州
新
田
郡
境
村 

天
保
九
年
御
用
留 

（
三
ツ
木
村
文
蔵
召
し
捕
り
、
国
定
村
忠
次
郎
他
同
類
探
索
方
御
触
書
覚
） 

（
伊
勢
崎
市
境
東 

福
島
英
一
家
文
書 

Ｐ
〇
一
一
〇 

№
一
四
三
） 

      

  

《
釈 

文
》 

  
 

 
 

 

（ 

前 

略 

） 

   
 

 
 

 
 

 

覚 

  
 

国
定
村
無
宿
忠
次
郎
子
分
・
三
ツ
木
村
無
宿 

 
 

文
蔵
外
壱
人
、
当
三
月
廿
六
日
召
捕
候
処
、
右 

 
 

忠
次
郎
義
、
同
人
子
分
・
兄
弟
分
、
又
者
素
人
ニ
而
茂 

 
 

因
を
結
ひ
居
候
も
の
共
有
之
人
を
集
、
最
寄
山
林
江 

 
 

大
勢
寄
集
り
罷
在
、
遺
恨
有
之
も
の
并
金
銭 

 
 

貸
置
候
も
の
方
江
押
込
、
才（

催

足促

）

・
不
法
・
横
行
之
始
末 

 
 

相
聞
候
間
、
追
々
手
配
・
召
捕
候
筈
、
尤
最
寄 

 
 

御
大
名
役
場
江
掛
合
、
人
数
繰
出
し
、
玉
込
鉄
炮 

 
 

を
以
打
果
有
之
筈
ニ
付
、
村
々
心
得
違
之
も
の
ハ 
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急
度
相
探
り
、
弈

（
奕
）

徒
同
様
召
捕
・
差
出
候
間
、
村
々 

 
 

役
人
、
此
書
付
披
見
次
第
村
毎
小
前
末
々
迄 

 
 

速
々
申
渡
、
心
得
違
之
も
の
無
之
様
可
取
計
事 

一 

右
忠
次
郎
を
始
、
同
類
之
も
の
共
面
々
、
村
内 

 
 
 

山
林
ニ
寄
居
候
ハ
ヽ
、
早
々
右
様
子
相
掠

（
探
）

り
、
我
等 

 
 

廻
村
先
江
注
進
可
致
候
、
若
等
閑
不
申
出
ニ 

 
 

お
ゐ
て
ハ
、
追
々
相
糺
し
、
其
筋
江
差
出
候
条
、 

 
 

是
又
可

（
相
）

心
得
申
達
候 

 
 

右
条
々
刻
付
、
村
々
江
申
達
候
様
可
致
候
、
此
書
付 

 
 

村
々
承
知
之
上
、
可
相
返
候
、
以
上 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

関
東
御
取
締
出
役 

 
 
 
 
 

戌
三
月
廿
八
日 

 
 

 
 
 

須 

藤 

保
次
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

小 

池 

三 

助 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

内 

藤 

賢
一
郞 
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太 

田 

平 

助 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

吉 

田 

左
五
郎 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

尾
島
村 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

寄
場
組
合
村
々 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

役
人
中 

 
 

 
 

 
 

 

付 

 
 

 
 

 
 

 
 

尾
島
村
添
触
壱
通 

 
 

 
 

 
 

 

三
月
廿
九
日
未
中
刻
、
高
岡
村
江
又
遣 

 
 

 
 

 
 

 

同
下
刻
、
女
塚
村
江
遣
候 

 

去
月
廿
八
日
、
書
付
ヲ
以
相
達
候
国
定
村
無
宿
忠
次
郎 

并
子
分
、
三
ツ
木
村
無
宿
先
般
召
捕
文
蔵
子
分 

共
、
玉
込
鉄
炮
ヲ
以
打
果
候
儀
、
厳
重
被 

仰
出
候
ニ
付
、 

可
隠
佇
山
林
・
寺
院
等
狩
立
候
得
共
、
今
以
行
衛
不
相
知
、 

依
之
者
、
可
忍
居
も
難
計
ニ
付
、
見
聞
及
ひ
次
第 

手
強
之
人
足
差
出
、
手
配
・
差
押
・
注
進
可
致
候
、
譬 

親
族
・
身
寄
た
り
共
為
忍
置
、
又
者
食
事
手
當 
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等
致
遣
候
も
の
者
勿
論
、
若
山
林
ニ
隠
居
候
而
も 

一
通
之
儀
与
等
閑
ニ
相
心
得
、
聞
逃
・
見
逃
ニ
致
シ 

置
、
後
よ
り
於
相
顕
者
、
厳
重
ニ
可
取
計
条
、
兼
而
其
旨 

可
存
、
右
之
趣
心
得
違
無
之
様
組
合
村
々
小
前 

末
々
迄
篤
与
為
申
聞
、
組
合
限
村
役
人
連
印 

之
請
書
可
被
差
越
候 

 

戌
四
月
九
日 

 
 

関
東
御
取
締
出
役 

 
 

 
 

午
下
刻 

 
 

 
 
 
 
 
  

 
 
  

 
 
  

 
 
  

  
 

須 

藤 

保
次
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

小 

池 

三 

助 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

内 

藤 

賢
一
郞 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

太 

田 

平 

助 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

吉 

田 

左
五
郎 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

寄
村 

 
 
 
 
 
  

 
 
  

 
 
  

 
 

 
 

 
 

役 

人 

中 
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右
御
触
書
ヲ
以
被 

仰
渡
候
趣
、
寺
社
并
大
小
惣
代
・ 

 

小
前
末
々
迄
拝
見
・
承
知
奉
畏
候
、
已
来
同
類
共
、 

 

何
方
ニ
而
茂
忍
居
候
風
聞
も
御
座
候
ハ
ヽ
、
内
探 

 

い
た
し
、
急
速
御
注
進
可
申
上
候
、
依
之
一
同
連
印
ヲ
以 

 

御
請
書
奉
差
上
候
、
以
上 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

村
々
連
印 

  
 

 
 

（ 

後 

略 

） 

  

《
読
み
下
し
文
》 

  
 

 
 

 
 

 

お
ぼ覚

え 

 
 

国
定
村
無
宿
忠
次
郎
子
分
・
三
ツ
木
村
無
宿 

 
 

文
蔵
、

ほ
か外

壱
人
、
当
三
月
廿
六
日

め召
し

と捕
り
候

と
こ
ろ

処

、
右 

 
 

忠
次
郎
義
、
同
人

こ

ぶ

ん

子
分
・

き
よ
う
だ
い
ぶ
ん

兄

弟

分
、
又
は
、

し
ろ
う
と

素
人
に
て
も 

 
 

い
ん因

を
結
び
居
り
候
も
の

ど
も共
こ之

れ
有
る
人
を
集
め
、

も

よ

り

最
寄
り
山
林
へ 

 
 

大
勢
寄
り
集
ま
り
罷
り
在
り
、

い

こ

ん

遺
恨
之
れ
有
る
も
の
並
び
に
金
銭 

 
 

貸
し
置
き
候
も
の
方
へ
押
し
込
み
、

さ
い才
そ
く足
ふ

ほ

う

不
法

お
う
こ
う

横
行
の
始
末 

 
 

相
聞
き
候
間
、
追
々
手
配
・
召
し
捕
り
候

は
ず筈

、
も
つ
と

尤

も
も

よ

り

最
寄
り 

 
 

御
大
名
役
場
へ
掛
け
合
い
、
人
数

く繰
り
出
し
、
玉
込
め
鉄
炮 

 
 

を
以
て
打
ち
果
た
し
之
れ
有
る
筈
に
付
、
村
々
心
得
違
い
の
も
の
は 

 
 

き

つ

と

急
度
相

さ
ぐ探

り
、
奕
徒
同
様
召
し
捕
り
・
差
し
出
し
候
間
、
村
々 
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役
人
、
此
の
書
付

ひ

け

ん

披
見
次
第

む
ら村
ご
と毎
こ

ま

え

小
前

す
え
ず
え

末
々
迄 

 
 

速
々
申
し
渡
し
、
心
得
違
い
の
も
の
之
れ
無
き

よ
う様

取
り
計
ら
う
べ
き
事 

 

一 

右
忠
次
郎
を
始
め
、
同
類
の
も
の
共
面
々
、
村
内 

 
 
 

山
林
に
寄
り
居
り
候
は
ば
、
早
々
右
様
子
相

（
探
）

掠

り
、

わ
れ我
ら等 

 
 

か
い
そ
ん

廻
村
先
へ

ち
ゆ
う
し
ん

注

進
致
す
べ
く
候
、

も若
し

と
う
か
ん

等
閑
申
し
出
で
ざ
る
に 

 
 

お
い
て
は
、
追
々
相

た
だ糺

し
、

そ其
の

す
じ筋

へ
差
し
出
し
候
条
、 

 
 

こ是
れ

ま
た又
こ
こ
ろ
え

心
得
べ
く
申
し
達
し
候 

 
 

右
条
々

こ
く刻
づ
け付

村
々
へ
申
し
達
し
候
様
致
す
べ
く
候
、
此
の
書
付 

 
 

村
々

し
よ
う
ち

承
知
の
上
、
相
返
す
べ
く
候
、
以
上 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

関
東
御
取
締
出
役 

  
  

 

い
ぬ戌

三
月
廿
八
日 

 
 

 
 

須 

藤 

保
次
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小 

池 

三 

助 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

内 

藤 

賢
一
郞 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

太 

田 

平 

助 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

吉 

田 

左
五
郎 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

尾
島

お

じ

ま

村 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

寄
場
組
合
村
々 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

役
人
中 

  
 

 
 

 
 

 

付
け
た
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

尾
島
村

そ添
え

ふ
れ触

壱
通 

 
 

 
 

 
 

 

三
月
廿
九
日

ひ
つ
じ

未

中
刻
、
高
岡
村
へ
又
遣
わ
す 

 
 

 
 

 
 

 

同
下
刻
、

お
な
づ
か

女
塚
村
へ
遣
わ
し
候 

 

き
よ
げ
つ

去
月
廿
八
日
、
書
付
を
以
て
相
達
し
候
国
定
村
無
宿
忠
次
郎 

並
び
に
子
分
、
三
ツ
木
村
無
宿
先
般
召
し
捕
り
文
蔵
子
分 

ど
も共

、
玉
込
め
鉄
炮
を
以
て
打
ち
果
た
し
候
儀
、

げ
ん
じ
ゆ
う

厳

重
仰
せ
出
さ
れ
候
に
付
、 

か
く隠

れ
た
た
ず

佇

む
べ
き
山
林
・
寺
院
等
狩
り
立
て
候
え
共ど

も

、
今
以
て

ゆ

く

え

行
衛
相
知
れ
ず
、 

こ之
れ
に

よ依
れ
ば
、

し
の忍

び
居
る
べ
く
も

は
か計

り
が
た難

き
に
付
、

け
ん
ぶ
ん

見
聞
及
び

し

だ

い

次
第 

て手
ご
わ強

の
に
ん
そ
く

人
足
差
し
出
し
、

て

は

い

手
配
・
差
し
押
さ
え
・

ち
ゆ
う
し
ん

注

進
致
す
べ
く
候
、

た
と譬

え 

親
族
・
身
寄
り
た
り

と
も共

忍
び
置
か
せ
、
又
は
食
事
手
當
て 

等
致
し
遣
わ
し
候
も
の
は
勿
論
、
若
し
山
林
に
隠
れ
居
り
候
て
も 

一ひ
と

通
り
の
儀
と
等
閑
に
相

こ
こ
ろ
え

心
得
、
聞
き
逃
し
・
見
逃
し
に
致
し 

置
き
、
後
よ
り
相
顕
れ
る
に
於
い
て
は
、
厳
重
に
取
り
計
ら
う
べ
き
条
、
兼 

ね
て
其
の
旨

ぞ
ん存

ず
べ
し
、
右
の
趣
心
得
違
い
之
れ
無
き

よ
う様

組
合
村
々
小
前 

末
々
迄

と
く篤

と
申
し
聞
か
せ
、
組
合
限
り
村
役
人

れ
ん連
い
ん印 

の
請
書
差
し
越
さ
れ
る
べ
く
候 

  

い
ぬ戌

四
月
九
日 

 
 

関
東
御
取
締
出
役 

 
 

 
 

う
ま午

下
刻 

   
  

 
  

  
  

 
  

  
 
  

  
 

須 

藤 

保
次
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

小 

池 

三 

助 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

内 

藤 

賢
一
郞 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

太 

田 

平 

助 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

吉 

田 

左
五
郎 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

寄
り
村 

  
  

 
  

  
  

 
  

 
 

 
 

 
 

 

役 

人 

中 
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右
御
触
れ
書
き
を

も
つ以

て
お
お仰

せ
わ
た渡

さ
れ
候

お
も
む

趣

き
、

じ

し

や

寺
社
並
び
に
大
小

そ
う惣
だ
い代

・ 
こ

ま

え

小
前

す
え
ず
え

末
々

ま
で迄
は
い
け
ん

拝
見
・

し
よ
う
ち

承
知

か
し
こ

畏

み
た
て
ま
つ

奉

り
候
、

い

ら

い

已
来
同
類

ど
も共

、 

い
ず
か
た

何
方
に
て
も
忍
び
居
り
候

ふ
う
ぶ
ん

風
聞
も

ご

ざ

御
座
候
は
ば
、

な
い
た
ん

内
探 

い
た
し
、

き
ゆ
う
そ
く

急

速
御

ち
ゆ
う
し
ん

注

進
申
し
上
げ
る
べ
く
候
、
之
れ
に
依
り
一
同
連
印
を
以
て 

御
う
け
し
よ

請
書
差
し
上
げ
奉
り
候
、
以
上 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

村
々
連
印 

 

《
用
語
・
地
名
等
》 

①
【
召
捕
：
め
し
と
る
】
罪
人
な
ど
を
逮
捕
す
る
。 

②
【
素
人
：
し
ろ
う
と
】
あ
る
事
に
経
験
の
な
い
、
専
門
的
で
な
い
人
。 

③
【
因
を
結
ぶ
・
因
縁
を
結
ぶ
：
い
ん
を
む
す
ぶ
】
仏
法
に
縁
を
結
ぶ
こ
と 

④
【
遺
恨
：
い
こ
ん
】
恨
み
。
心
残
り
。
残
念
に
思
う
こ
と
。 

⑤
【
押
込
：
お
し
こ
む
】
無
断
で
他
人
の
家
な
ど
に
立
ち
入
る
。
無
理
に
入
る
。
侵

入
す
る
。
入
り
込
む
。 

⑥
【
才
足
（
催
促
）
：
さ
い
そ
く
】
早
く
す
る
よ
う
に
要
求
す
る
こ
と
。 

⑦
【
不
法
：
ふ
ほ
う
】
理
屈
に
合
わ
な
い
こ
と
。
理
不
尽
な
こ
と
。 

⑧
【
横
行
：
お
う
こ
う
】
自
分
勝
手
に
歩
き
回
る
こ
と
。
ま
た
、
勝
手
な
振
る
舞
い
。 

⑨
【
始
末
：
し
ま
つ
】
終
始
。
処
置
。
事
情
。 

⑩
【
手
配
：
て
は
い
】
「
て
く
ば
り
」
と
も
。
人
を
要
所
に
配
置
す
る
こ
と
。
準
備

を
す
る
こ
と
。
手
は
ず
を
整
え
る
こ
と
。 

⑪
【
掛
け
合
う
：
か
け
あ
う
】
談
判
・
交
渉
す
る
。 

⑫
【
打
ち
果
た
す
：
う
ち
は
た
す
】
武
器
な
ど
を
用
い
て
敵
を
倒
す
こ
と
。 

⑬
【
心
得
違
い
：
こ
こ
ろ
え
ち
が
い
】
考
え
違
い
。
道
理
に
反
し
た
行
為
・
考
え
。 

⑭
【
急
度
：
き
っ
と
】
き
び
し
く
。
必
ず
。
間
違
い
な
く
。
た
し
か
に
。 

⑮
【
披
見
：
ひ
け
ん
】
書
簡
や
文
書
な
ど
を
開
い
て
見
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
内
容

を
吟
味
す
る
こ
と
。 

⑯
【
取
計
：
と
り
は
か
ら
い
】
取
り
扱
い
。
処
分
。
処
理
。 

⑰
【
面
々
：
め
ん
め
ん
】
各
自
。
一
人
ひ
と
り
。
み
ん
な
。 

⑱
【
注
進
：
ち
ゅ
う
し
ん
】
こ
と
が
ら
を
書
き
記
し
て
報
告
す
る
こ
と
。
申
し
述
べ

る
こ
と
。 

⑲
【
等
閑
：
と
う
か
ん
】
「
な
お
ざ
り
」
と
も
。
い
い
加
減
に
取
り
扱
う
こ
と
。
ゆ

る
が
せ
。
お
ろ
そ
か
。
手
落
ち
。
怠
慢
。 

⑳
【
糺
す
：
た
だ
す
】
吟
味
す
る
。
真
相
を
明
白
に
す
る
。
罪
が
あ
る
か
取
り
調
べ

る
。 

㉑
【
近
世
・
尾
島
村
：
お
じ
ま
む
ら
】
新
田
郡
の
う
ち
。
明
和
七
（
一
七
七
〇
）
年

以
降
は
幕
府
領
と
旗
本
小
林
氏
領
の
相
給
。
村
高
は
、
「
寛
文
郷
帳
」
で
は
畑

方
一
九
〇
石
余
、
「
元
禄
郷
帳
」
同
高
、
「
天
保
郷
帳
」
一
八
九
石
余
。
幕
末

の
改
革
組
合
高
帳
で
は
、
尾
島
村

よ

せ

ば

寄
場
組
合
二
〇
か
村
の
寄
場
で
、
高
一
九
〇

石
余
、
家
数
一
六
九
軒
。
現
在
の
太
田
市
尾
島

ち
よ
う

町

 

㉒
【
近
世
・
女
塚
村
：
お
な
づ
か
む
ら
】
新
田
郡
の
う
ち
。
天
和
二
（
一
六
八
二
）

年
以
降
は
幕
府
領
と
旗
本
小
笠
原
氏
領
の
相
給
。
村
高
は
、
「
寛
文
郷
帳
」
で

畑
方
二
五
〇
石
余
、
「
元
禄
郷
帳
」
二
六
二
石
余
、
「
天
保
郷
帳
」
二
六
二
石

余
。
田
方
の
少
な
い
畑
作
地
帯
で
、
日
光
例
幣
使
街
道
の
往
来
増
加
に
よ
り
、

入
用
負
担
・
人
足
差
し
出
し
に
苦
し
む
。
村
境
に
あ
る
街
道
の
土
橋
二
か
所
の

普
請
を
め
ぐ
っ
て
隣
村
と
争
い
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
幕
末
の
改
革
組
合
高
帳
で

は
、
尾
島
村
寄
場
組
合
に
属
し
、
高
二
六
二
石
余
、
家
数
一
九
軒
。
現
在
の
伊

勢
崎
市
境
女
塚
。 

㉓
【
狩
り
立
て
る
：
か
り
た
て
る
】
獲
物
を
捕
ら
え
る
た
め
に
追
い
た
て
る
こ
と
。 

㉔
【
忍
ぶ
：
し
の
ぶ
】
人
目
に
つ
か
な
い
よ
う
に
身
を
隠
す
。
人
目
を
避
け
る
。 

㉕
【
計
り
難
し
：
は
か
り
が
た
し
】
見
極
め
ら
れ
な
い
。
推
測
で
き
な
い
。
納
得
で

き
な
い
。 
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㉖
【
手
強
い
：
て
ご
わ
い
】
相
手
と
し
て
な
か
な
か
打
ち
勝
て
な
い
ほ
ど
強
い
。
対

処
し
難
い
ほ
ど
困
難
だ
。
て
づ
よ
い
。 

㉗
【
差
押
：
さ
し
お
さ
う
】
押
さ
え
る
。
と
め
る
。
捕
ら
え
る
。 

㉘
【
身
寄
：
み
よ
り
】
み
う
ち
。
親
類
。
親
族
。 

㉙
【
一
通
：
ひ
と
と
お
り
】
普
通
。
あ
た
り
ま
え
。
一
応
。
あ
ら
ま
し
。 

㉚
【
兼
而
：
か
ね
て
】
事
前
に
。
前
も
っ
て
。
あ
ら
か
じ
め
。 

㉛
【
篤
与
：
と
く
と
】
念
を
入
れ
て
。
よ
く
よ
く
。
よ
く
注
意
し
て
。 

㉜
【
差
越
す
：
さ
し
こ
す
】
人
や
物
品
を
送
っ
て
よ
こ
す
。 

㉝
【
午
下
刻
：
う
ま
げ
こ
く
】
午
後
十
二
時
二
十
分
～
午
後
十
三
時
の
間
、
十
二
時

四
十
分
頃
。 

㉞
【
内
探
：
な
い
た
ん
】
内
々
で
探
査
し
た
り
、
密
か
に
取
り
調
べ
た
り
す
る
こ
と
。 

 

《
内
容
解
説
》 

 

今
回
紹
介
す
る
文
書
は
、
上
州
新
田
郡
境
村
（
現
伊
勢
崎
市
境

あ
ず
ま

東

）
名
主
・
源
次

郎
が
、
天
保
九
（
一
八
三
八
）
年
に
書
き
留
め
た
「
御
用
留
」
の
中
の
一
節
で
、
三

ツ
木
村
無
宿
文
蔵
の
捕
縛
、
国
定
村
無
宿
忠
次
郎
と
そ
の
子
分
た
ち
の
捜
索
に
関
す

る
二
通
の
御
触
書
写
し
な
ど
で
あ
る
。
前
半
部
は
、
同
年
三
月
二
十
八
日
、
関
東
取

締
出
役
の
須
藤
保
次
郎
ほ
か
四
名
か
ら
尾
島
村
寄
場
組
合
村
々
（
二
〇
か
村
）
役
人

中
へ
宛
て
た
御
触
書
、
後
半
部
は
翌
四
月
九
日
に
関
東
取
締
出
役
の
同
人
た
ち
か
ら

寄
り
村
（
寄
場
組
合
村
々
）
・
役
人
中
へ
宛
て
た
御
触
書
及
び
村
々
連
印
請
書
で
あ

る
。 

 

前
半
部
の
御
触
書
に
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
我
々
（
関
東
取

締
出
役
）
は
、
先
（
天
保
五
年
七
月
）
の
島
村
伊
三
郎
殺
害
一
件
で
捜
索
中
の
三
ツ

木
村
文
蔵
ほ
か
一
人
を
三
月
二
十
六
日
に
逮
捕
し
た
。
そ
の
際
、
親
分
の
忠
次
郎
は
、

子
分
・
兄
弟
分
の
者
た
ち
を
大
勢
集
め
、
我
々
の
旅
宿
・
木
崎
宿
近
く
の
山
林
で
気

勢
を
上
げ
た
り
し
た
。
恨
み
が
あ
る
者
や
金
を
貸
し
て
あ
る
者
の
家
へ
無
断
で
侵
入

し
、
支
払
い
を
催
促
し
た
り
、
理
不
尽
な
行
為
や
勝
手
な
振
る
舞
い
を
し
た
こ
と
も

聞
い
て
い
る
。
こ
の
者
た
ち
も
徐
々
に
手
配
し
、
逮
捕
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
最

寄
り
の
大
名
役
所
へ
交
渉
し
て
、
藩
兵
を
繰
り
出
し
、
玉
込
め
鉄
炮
を
使
っ
て
敵
を

討
ち
果
た
す
つ
も
り
で
あ
る
。
（
我
等
は
）
村
の
道
理
に
反
し
た
行
為
や
考
え
を
も

っ
た
者
を
必
ず
探
索
し
、
博
徒
同
様
に
逮
捕
し
て
役
所
へ
差
し
出
す
の
で
、
村
々
役

人
は
こ
の
文
書
を
開
い
て
読
み
次
第
、
こ
の
事
を
村
ご
と
に
小
前
末
々
ま
で
申
し
渡

し
、
考
え
違
い
の
者
が
無
い
よ
う
取
り
扱
う
こ
と
。
忠
次
郎
を
初
め
、
同
類
の
者
ど

も
が
、
各
村
内
の
山
林
に
立
ち
寄
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
そ
の
様
子
を
探
り
、
早
々
に

我
等
の
廻
村
先
へ
報
告
す
る
よ
う
に
致
せ
。
も
し
お
ろ
そ
か
に
し
て
申
し
出
な
け
れ

ば
、
取
り
調
べ
て
そ
の
筋
へ
（
お
前
た
ち
を
）
差
し
出
す
こ
と
に
な
る
の
で
、
こ
れ

も
心
得
て
お
く
よ
う
申
し
伝
え
る
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
（
付
け
た
り
部
分
は
、
省

略
）
。 

 

後
半
部
の
御
触
書
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
去
る
三
月
二
十
八
日
付

け
書
状
（
前
半
部
）
で
通
達
し
た
国
定
村
無
宿
忠
次
郎
並
び
に
子
分
、
三
ツ
木
村
無

宿
で
先
般
召
し
捕
っ
た
文
蔵
の
子
分
ど
も
を
玉
込
め
鉄
炮
で
打
ち
果
た
す
と
い
う

件
に
つ
い
て
、
（
御
公
儀
よ
り
）
厳
重
に
命
じ
ら
れ
た
の
で
、
（
者
ど
も
が
）
隠
れ

た
た
ず
ん

佇

ん
で
い
る
で
あ
ろ
う
山
林
・
寺
院
な
ど
を
捜
索
し
た
が
、

い
ま未

だ
に

ゆ
く行
え方

が
わ
か

ら
ず
、
こ
れ
に
よ
り
人
目
を
避
け
潜
ん
で
い
る
所
も
推
測
で
き
な
い
の
で
、
見
聞
き

次
第
に
屈
強
の
人
足
を
差
し
出
し
て
捕
ら
え
、
報
告
す
る
よ
う
に
。
た
と
え
親
族
や

身
内
で
あ
っ
て
も

か
く
ま

匿

っ
て
置
き
、
又
は
食
事
の
手
当
て
な
ど
を
す
る
者
は
勿
論
、
山

林
に
隠
れ
て
い
て
も
普
通
で
あ
る
と
い
い
加
減
に
心
得
て
、
隠
れ
て
い
る
噂
を
聞
き

逃
し
た
り
、
見
つ
け
て
も
見
逃
し
て
お
き
、
後
に
顕
在
化
し
た
場
合
は
厳
し
く
処
分

さ
れ
る
の
で
、
前
以
て
そ
の
趣
旨
を
知
っ
て
お
く
よ
う
に
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
考

え
違
い
が
無
い
よ
う
に
、
寄
場
組
合
村
々
の
小
前
百
姓
ま
で
念
入
り
に
申
し
聞
か

せ
、
同
組
合
ご
と
に
村
役
人
連
印
の
請
書
を
作
成
し
、
送
っ
て
よ
こ
す
よ
う
に
せ
よ
。

御
触
書
は
、
こ
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
の
御
触
書
を
寺
社
並
び
に
寄
場
組
合
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村
々
の
大
小
惣
代
・
小
前
末
々
ま
で
が
拝
見
し
、
一
同
連
印
の
請
書
を
作
成
し
提
出

し
た
旨
が
、
最
後
尾
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

島
村
伊
三
郎
殺
害
一
件
か
ら
約
三
年
八
～
九
か
月
、
三
ツ
木
村
文
蔵
一
名
し
か
逮

捕
で
き
て
い
な
い
現
状
が
あ
り
、
本
史
料
の
行
間
、
特
に
最
後
尾
の
寄
場
組
合
村
々

か
ら
連
印
請
書
を
提
出
さ
せ
た
こ
と
か
ら
は
、
幕
府
・
関
東
取
締
出
役
た
ち
の
焦
り

が
窺
わ
れ
る
。
当
時
、
上
野
国
の
領
主
支
配
領
域
は
、
幕
府
領
・
旗
本
領
・
大
名
領

な
ど
が

さ
く錯
そ
う綜

し
、
「
相
給
」
支
配
も
多
く
存
在
し
た
（
特
に
平
野
部
）
。
忠
次
郎
た

ち
無
宿
者
が
、
比
較
的
自
由
に

は
い徘
か
い徊

で
き
る
環
境
が
あ
り
、
彼
ら
の
捜
索
で
頼
み
と

な
る
の
は
、
事
件
関
係
地
域
の
寄
場
組
合
村
々
の
大
小
惣
代
・
百
姓
た
ち
で
あ
っ
た
。

厳
し
い
文
言
（
命
令
）
で
し
か
事
態
解
決
の
糸
口
が
見
出
せ
な
い
点
に
、
こ
の
自
警

組
合
（
寄
場
組
合
）
の
課
題
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
実
際
に
、
忠
次
郎
が
捕

縛
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
十
二
年
余
り
後
の
嘉
永
三
（
一
八
五
〇
）
年
夏
で
あ
る
。 

 

本
史
料
は
、
『
群
馬
県
史 

資
料
編

14

』
（
一
九
八
六
年
）
史
料
番
号
四
八
〇

で
採
録
さ
れ
て
い
る
が
、
前
半
部
分
の
日
付
「
三
月
廿
七
日
」
は
、
原
本
照
合
・
後

半
部
分
の
記
述
か
ら
、
「
三
月
廿
八
日
」
が
正
し
い
と
考
え
る
。
二
通
を
書
き
留
め

た
源
次
郎
の
職
務
に
対
す
る
誠
実
さ
は
、
賞
賛
に
値
す
る
。 
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